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To the problem of large-scale systems of linear equations, we describe the comparison of ILU(0) and 
ILU(1). We used the precondition method using ILU(0) and ILU(1), inspect the difference of ILU(0) 
and ILU(1). 
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図 1 計算領域と座標変換 
 
 
 図 2 0.1xr のときの計算領域 
 
図 3 0.2xr のときの計算領域 
 
図 4 0.3xr のときの計算領域 
 
.3 ILU 分解 
(1) ILU(0)について 
反復法の収束は係数行列の固有値分布に依存し、固有
値が 1 に近いほど収束が早くなる。 
そこで、離散化して得られた式(1)での係数行列 Aを左下
三角行列 L、右上三角行列U 、対角行列Dを用いて 
 
ULDA 1         (3) 
 
のように近似する。 



























































































































































































































































































































































 (2) ILU(1)について 
 行列 ULD 1 は係数行列 Aに近い行列となるが、完全
には一致せず fill-in と呼ばれる値を持った要素が出現す
る。よって ILU(0)で出現した fill-in を考慮して、より係


























































































































































































































































































































































































































































































































1 と表 2 に示す。 
 




200 255 164  
 




200 0.277 0.190  
 .5 まとめ 
 表 1 より反復回数を比較すると、ILU(1)は ILU(0)から
100 分割、150 分割、200 分割でそれぞれ 36.6％、37.5％、
35.6％減少していることがわかる。また、反復回数の減
少に応じて CPU 時間も減少している。 
 これらのことから、偏微分方程式など非常に大規模な
連立一次方程式を解く解法として UDL ,, 分解をより
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